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1) シスモンT，に関するマルクス自究の論評につい之は， Marx (18J. (19)， (20)などを見よ。
マバクスによるシス毛ンディ¢解釈は，その後レ ユンやナロード=キなどによって受け継がれ
るが， この系統におけるシスモンデ4の恐慌論研究の総括としてはI Luxemburg (14)がゑ甲、
されるべきである。吉田[40Jは， レーニンのシスモンディ解釈1 マルクスりシスモンディ解釈，
そしてシスモンディ自身の議論を比較する。マルクスのフィルターを取り払った最近のシス毛ン
ディ研究としては Arena C 1 J.Lutfalla [13]， Parguez (24). Sowell [.':12) (3:~J 堂目[^，J な
どが挙げられる。本稿も， この範中に属すZ研究である。
一方，マパ十スに闘す忍ケインズ白身の称賛は， Keynes [9Jに見られる通りである。 こ由
ようなケインスのマルサス評価を受け継ぐ最近の研究として， CostabHe and Rowthorn C 2]. 
Elli~ (5)， Pagl叫 (22J，人材【36J，主主日(38Jなどがある。しかしながら，ラインズの称賛をマ
ノレザスに対する過大評価とし， マルサス経済学の非ケインズ的側面を閉す研究として， Corry 
(3 J [4 J. Hollander [7 J [8 J. Link [12J， Meek [21Jなどが挙げられる。
2) 過少消費者としてのシスモンディとマルザスの比較は， M"k [21Jに見られる。
































シメ、ょ[-yディは， ~新原理』第 7 編第 3 章「人口を制限するものは上地が産
出できる生活資料の量ではなL、」におし、て，マノH j-スの人口法則を批判した。









































5) 例えば，食物生産部門の労働者数をN，生産関数を f(N)によって示すならば， 収穫逓減の
性質は，F(N) >0， f(N) -f'(NトN>Oによって喪わされるであろう。 したがって， み(N)I
dNくf(N)!N，故に，df(N)ff(N)くdNINとなり， 食物生産白増加率がその部門の封働増加率
にす0"&ばないことがわかる。
6) Sismondi (27J.初版， VoL I. pp. 268-269. 
7) リカー ドの地代論に対するシスモンテFィの批判は， ，新原理』第3編第12草〈第Z服では第13
章) rりカ}ド民の地侍描J，Ibid.， Vo1. 1， pp. 275-288に見られる。 また租税り転嫁問題に関
しては，Ibid.， Vol. H， p.183およびpp.215-220を見よo
8) Ibid.， Vol. 1. pp. 365-384. 






実際の労働需要に影響を受けると考える。彼は， ~新原理』第 7 編第 4 章「一














可能な (virtual)増加を食物の現実の (positive) 増加と比較しているゆ
えに， 私の推論は全〈詑弁を弄するものだ， とL、う。私はたしかに， 人
口の可官主主増加を食物の亙盤立増加に比較し，また人円の亙室<D増加を食
9) Ibid.， Vol. 1， pp. 272-27:J. 




るロJ(Sismondi [27J 第2版.VoL T， p. 56.) 























12) Mo.lthus (17)，初版.p. 421. (下練は筆者によるも唱であるJ
13) Malthus (15J.初版， p. 30-31. 
14) マノレサλ は，収種逓減D法則によっ ζ利潤がliIi響金受けあ原理セ「利j聞の制限庫珪U(lirniting 
principle of profits)と呼び，利潤が資本と昔働η比率によって影響を受ける原理を「利潤の規



























15) ケインスは，マ凡サニヌの経済学自巾に，人ロの恵魔Pと失業の恵魔Uを見い出す。 Keynes[10] 
を見よ。
16) Sismondi (28J. (邦訳 p.10町
17) Sra時三 [35J.VoL VJII. pp. 375-377. 






























































22) Sismondi (27)，初版， Vol. I1， pp. 323-324. 
23) 乱i[cCulloch(22J 


























24) Sismondi (27J，初版， VoL I， pp. 32←334 
25) Malthus [17)，初肱.p.40己(下線は筆者によるものである.)
26) Ibid.. p. 404. 

























zη Ibid.， p.405. 
2的 筆者による， シ λ とーンディの恐慌論および'0レサスの有効需要論に関する，より理論的，形式
的な受り扱いは，各々 ，堂目， (37J. [38Jに見ることができる。

























29) Si:smoIldi (27J，初版， Vol. 1， pp. 120-121. 
30) 後で見るように，マルザスもこむように解釈する一人であった。
31) lbid.， Vol. 1， p.lUc 
32) Ibid.， Vol. 1，. p. 112 


























33) Malthus (17).初版， pp. 8-9 
34) Ibid.， :pp. 4山一421.( r組は筆者によるものである.コ
35) Corry (3J (4]， Hollander (7) [8]， Link [12J. Robbins (25) (26)などを見よ。



























36) Sraffa (35J， Vol. VIll， p.260. 
37) Malthus (17)，初肱 p.511
42 04心 第 143巻第2・3号
する義務をもち，富者の者修ならびに政府の浪費は，生きるために労働し

























40) Sismondi [27)，初版.Vol. 1， pp. 60-75 
41) ただし，ンスモンディは，政府があらゆる消費者の中で阜も柚福であり，顧客になるという ζ
とだけで，産業を活気づけることも認めている。 lbid.Vol. JI， pp. 436-437.を見よ。
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